
言語音の知覚におけるREAと
　　　大脳半球優位性について

吉　野　公1喜

　問　題

　言語音の知覚における右耳優位（right　ear　ad－

vantage：REA）は，一般に言語中枢の局在と言

語中枢への交差神経線維の非交差神経線維に対す

る優位性とで説明される（Kimura，1961，ユ2〕Miln－

er，et　a1，ユ9682ユ〕）。知覚現象として，対をなす言

語刺激を両耳に同時的に呈示するとき，右耳での

応答が左耳に比較して，良好な値を示す傾向が認

められる（Broadbentら，工9543〕）。この両耳競合

状況における右耳優位は，Right　ear　effect，La－

terality　effectとも呼ばれ，従釆知覚の非対称性，

あるいは大脳半球優位性と関係づけて数多く報告

されてきている（Kimura，196112〕，ユ96715〕；Mi工ner，

1962；20，Schankwei1er，et　aユ，196730〕；Geschwind，

ユ96810〕；Morais，et　a1．197423〕）。

　言語音の知覚にみる聴知覚機能の相対的優位性

は，また聴覚系の生理学的，構造的特性との関連

で検討されてきている。言語音及び非言語音の処

理に関する大脳半球の構造上の全体的対称性と部

分差異的非対称性は，成人脳のみならず，新生児，

乳児の脳においても，その存在が例証されている

（Witeユson，et　al，197337〕）。そして，この大脳の左

右両半球の側頭平面に代表される構造的特性は，

乳児の言語音の範礒的知覚における左右両耳の機

能的差異に関する知見を生理学的に裏づけている

（Entus，19776〕）。

　言語音の知覚におけるREAは，さらに脳梁伝

搬機構及び聴覚上行経路における反対側の同側人

カヘのo㏄！usion作用とで検討されており（Bro－

adbent，19543〕），そしてこのo㏄1usionは，ヒト

の注意機構（attention　bias）と密接に関係する

ことが報告されているLMyers，ユ97024〕；Kinsbo一

・me，1972’6〕）。

　このように，言語音の知覚におけるREAの発

現機序については，生理学的，実験心理学的及び

臨床的にかなりの側面が明らかにされてきてい

る。

　すでに明らかなように，聴覚経路を上行した言

語的情報は，左右両半球の上側頭回を中心とした

聴覚中枢でパターンとして知覚され，さらには言

語中枢に送られて，言語記号として認知，理解さ

れる。言語音の知覚におけるREAの発現には，

すくなくとも次のような前提が考えられる（以下

の前提的仮説は，基本的には松崎（1969）ユ9〕の語

音認知過程に関する前提仮説に依拠し，それに若

干の修正を加えたものである）。

　前提1．聴覚中枢の上位中枢としての語音＝言

語中枢の存在。言語的情報は，聴覚中枢を経て語

音＝言語中枢に到達する。言語音としての認知，

理解は，この言語中枢において行われ乱

　前提2．言語中枢における一側優位性。言語優

位半球（the　dominant　hemisphere　forspeechand

1anguage）は，多くのヒトにあって，左半球に局

在する。

　前提3．左右両半球における聴覚中枢部位の解

剖学的非対称性。左半球の上側頭平面の面積は，

右半球のそれよりも相対的に大である，

　前提4．交連線維による脳梁伝搬機構の存在。

左右両半球の聴覚中枢は，脳梁線維で連絡されて

おり，そこにおいて言語的情報の伝搬がおこなわ

れる。

　前提5．聴覚中枢に上行する交差神経線維に対

する，情報伝達上の機能的優位の存在。左右両耳

への言語的情報は，交差神経線維によって，反対

側の聴覚中枢に効果的に上行される。同時両耳聴

においては，交差神経経路の非交差神経経路に対
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するo㏄1usion作用がひきおこされる。

　上記前提のユから5に基づいて，言語音の知覚

機構を模式化すると，図ユの如くになる。
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　　Fig．ユ．言語音の知覚過程の模式図

（1〕聴覚中枢の上位中枢としての言語中枢の存在

12〕言語中枢の一側優位性

13）聴覚中枢部位の構造的非対称性

（4〕交連線維による脳梁伝搬機構の存在

（5〕交差神経線維の非交差神経線維に対する機能

　的優位性の存在

　以下，これら前提的仮説に基づき，REAの発現

機序について説明を加え，本実験の目的に迫りたい。

たい。

　REAと左右両半球の解剖学的差異一全体的対

称性と差異的非対称性一

　大脳両半球のうち，一方が特定の機能のために

ロックされコントロールされていることを大脳半

球優位性（cθrebral　dominance）という。ヒトの大

脳半球は，構造的には全体としてきわめて対称的

である。しかし，ある特定部位においては特徴的

な非対称性を示し，それは両半球の上側頭平面

（thep1ummtempora1e）において顕著である。
Geschwind，et　a工（1968）圭o〕は，成人脳の剖見から

肉眼的に両半球の上側頭平面の面積を比較し，左

半球のそれが右半球に比して相対的に大であるこ

とを見いだした。さらに近年，Wite1son　et　a1

（ユ973）37〕は，新生児及び乳児の解剖例から左半球

の上側頭平面は，長さにおいても，面積において

も右半球のそれよりも有意に大きいことをみいだ

している（直径；P＜O．O05，面積；P＜0．O05）。

　このように新生児，乳児は生釆的にかあるいは

生後まもなくか，言語機能にとって意味があると

思われる領域で，左半球が右半球に比較して構造

的に決定的に優位な位置を占めるというものであ

る。この新生児，乳児にみられる構造的非対称性

は，幼児は言語音を処理するに予め準備された生

物学的能性（theprogrammed　biologica1capaci－

ty）をもって生まれてくることを示している。乳

児は，すでに右耳一左半球側頭葉（聴覚中枢）二

言語中枢という経路で言語音を処理する機能を発

達させているものであろうか。

　REAと脳梁伝搬機構

　ヒトの大脳両半球は，脳梁その他によって相互

に結合されている。左右両半球への入力情報は，

それぞれある時間的遅延を要して半球間移行がな

される。情報の半球問移行時問は，一般にITT

（Inter－hemispheric　Transmission　Time）と呼ば

れ，多くの場合7～1ユmsecであることが知られ

ている（Blinkoveta11966）。工〕

右側頭葉　　　　　　　　　　　左側頭葉
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2　聴覚経路の図式的表示

　点線は，左耳から言語優位斗球である左側

頭葉への間接的な経路を示している。これは，

おそらくはより重要なものであろう。

　　　　　　　（Geschwind，N．！968）
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　Ge6chwind（1965）9｝は，新皮質交連を完全に切

徐した成人に両耳聴課題を実施し，脳梁経路は両

耳聴課題で左耳に呈示された言語材料の報告のた

めに，最も重要な経路となっていることを見いだ

している。Geschwind（1968）1o〕は，さらに右側頭

葉から左側頭葉への脳梁経路は，同時両耳聴にお

いては，左耳からの聴覚的同側経路よりもより重

要であるかも知れないとまで主張する（図2）。

正常脳においては，この脳梁経由によって左耳か

ら右側頭葉を経て言語優位半球である左半球に遅

れて到達する言語的情報は，右耳から左半球へと，

入力する言語的情報の伝搬と処理をより容易にし

ていることが考えられる。

　REAと交差神経経路

　ヒト以外の多くの動物では，内耳から皮質への

聴覚上行路は同側よりも反対側において，その

comectionの強いことが知られている（Rose－
nzweig一，ユ95ユ29〕；Tuntri，ユ94635〕）。ヒトにあっては，

左右いずれか一方の側頭葉を切徐した際に，その

切徐部位（uni！ateral　tempora］obθexcision）と

反対側耳において言語音及び非言語音の聴取に著

しい影響を受ける（Mi1ner，et　al，ユ9682ユ〕，Kimura，

ユ96ユ12｝）。Wada　et　aユ（ユ960）36〕は，アミタール・

ソーダ法（sodim　amyta1injection　into　the

CarOtid　artery）を用いて，言語優位半球は，そ

の同側である左耳よりも右耳とより緊密に結合す

ることを見い出している。

　言語音あるいは非言語音が，ある条件下で同時

に競合して呈示されるとき，その聴覚的情報は，

それぞれ交差神経路を主要経路として聴覚中枢に

運びこまれる。このことは，聴覚的情報の上行に

おける交差神経線維の非交叉神経線維に対する優

位性として説明される。右手利きの多くの児童，

成人においては，右耳がその反対側にある言語優

位半球と結びついており，健聴成人にあっては，

課題が困難な両耳競合状況で右耳優位が見い出さ

れることになる。

　REAと両耳聴法

両耳に同時的に言語音あるいは非言語音を呈示

し，その刺激音を分離させたり（両耳分離能），

逆に融合させたり（両耳融合能）することは，一

般に両耳聴法と呼ばれる。聴覚中枢機能の1っで

ある両耳分離能については，Broadbent（1954）3〕

が，rBroadbθnt　Fiユter」なる知覚機能を唱えて以

釆，数多くの研究が報告さ。れている（Mi1ner，

196220工；Mi1ner，19682ユ〕；Kimura，196112〕，Kim－

ura，196414〕；Brydθn，19634〕）。Broadbent　techn－

iqueは，両耳に継続的に刺激音を呈示し，大脳の

側頭葉の損傷と言語音の左右耳での聴取との関係

を見い出すものであった。Broadbentは，音刺激

が同時に与えられると，2つの音は脳内で同時に

知覚されるのではなく連続的に知覚されることを

主張する。

　Miユnθr（ユ968）2D，Kimura（ユ96ユ）12，は，　この

Broadbenttechniqueを応用して，大脳両半球

（左右両側頭葉）の損傷と言語音及び非言語音の

聴取実験の結果とを考察し，言語音（単語，数字）

は右耳一左半球優位，そして非言語音（楽音一メ

ロディー）は左耳一右半球優位という図式化を提

唱した。すなわち，Milnerは，TheSeashore

Tes七〇f　Musica1Abilitiesを用いて，右側頭葉損

傷例にメロディパターンの識別障害が見い出され

ること，そして左側頭葉損傷例にはそれが認めら

れないことを見い出した。Kimuraは，両耳に

異なった刺激を同時に呈示することを‘‘dichotic

1iSteni㎎”となづけ，各種言語音，非言語音を聴

取させ，次のことを見い出している。

（！）数字にあって，右側頭葉損傷群が左側頭葉損

　傷群と比較し，その達成度においてすく“れてい

　る。dichoticdigitstestにおける右耳優位

　（right　ear　superiority）は，左半球優位（1eft

　cerebra1’dominance）を反映する（1961）二2〕

12〕数字に対する右耳優位を指標とした言語半球

　優位性の発達的出現は，正常発達をとげている

　幼児にあっては4歳ですでに明らかである
　（1963）～3〕

（3〕メロディパターンの場合は，数字とは異

　なって，左耳優位（P＜0．Oユ）という成績が

　示される（ユ964）二4〕

（4〕連想価の低い無意味音節では，数字と同様，

　右耳優位が認められる（1964）三4〕

　Schankwθi1er　et　a1（！967）30，は，母音と子音の
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競合聴取実験において，母音（VOWe1S）は子音一

母音（CV　sy11ab1es）ほどに右耳優位効果を示さ

ないことを報告している。我が国では，角田（1972），33）

Thmoda（1975）34）が，・De1ayed　auditory　feedback

効果を応用し，電鍵打叩反応を指標として言語音

及び非言語音の脳内処理機構を報告している。彼

は，純音，ホワイトノイズ，バンドノイズ，ブザ

ー音，FM音，AM音，楽器音などの機械音は，

左耳（右脳）優位の者が，そして定常的な母
音は，逆に右耳（左脳）優位の者が多く認められ

るという。太田（ユ966）26〕はまた，後迷路性難聴

の細別診断のために，両耳分離能検査（binaural

diffθrentiation　test）の臨床的応用を試み，正常

成人では左右耳に著しい差は見い出されないが，

脳損傷例や，高位中枢部位障害例においては，障

害部位と反対側耳に著しい達成度の低下の認めら

れることを報告している。

　近年，Entus（1977）6〕は，Siqueland　et　a1

（1969）3ユ〕やEimas，eta1（1971）5，のsucking＿

habitua1；ion　approach　（habituation－dishabit－

uation　paradigm）を，dichotic1isteningと結びつ

けて，言語音及び非言語音（楽音）の聴取実験を行い，

乳児における言語音に対する右耳優位一左半球優

位性を見い出している。一方，Matsumiya，et

a1（1972），18〕Mo1fese，eta1（1975）22〕は，神経

学的に正常な発達をとげている新生児，乳児の大

Tab1eユ 難聴被験児の聴能学的概要

被験児（男，女） 平均聴力損失値

左右耳
（a＋ξ十C的

語音聴取域値（SRT） 語音明瞭度（MSDS）※

補聴器装用耳 補聴器装用年数

左耳’ 42dB 42．5dB 80％（90dB）Nα1男7；6

右耳 75　（85）
右耳 4年3ケ月

33 27．5
Nα」2女9；2

左耳 58 52．5 80　（90）

右耳 90　（80） 左耳 ユ年1ケ月
50 47．5

N皿3男10；6 左耳 53 40．O 100　（85）

右耳 ユ年ユ0ケ月

右耳 55 50．0 100　（95）

Nα4女10；7 左耳 50 47．5 95　（85）

右耳 7年ユ0ケ月’

右耳 50 47．5 90　（85）

左耳 53 57．5 85　（90）No5女11；8

右耳 90　（90） 左耳 3ケ月
47 57．5

左耳 68 67．5 85　（90）Nα6男11；10

右耳 75　（90） 右耳 6年9ケ月
60 62．5

左耳 48 55．0 85　（90）Nα7男12；6

右耳 95　（90）
右耳 3年2ケ月

62 52．5

左耳 58 42．5 85　（80）Nα8男13；8

右耳 90　（80）
右耳 5年2ケ月

45 45．O

左耳 48 57．5 90　（95）Nα9男13；11

右耳
左耳53 62．5 85　（90）

4年9ケ月

a：500Hz
b：ユ000Hz

c：2000Hz

※　最高受聴明瞭度（Most　Speech　Discrimination　Score）とその値を得る聴取レベルdB（HL）
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脳両半球の機能的非対称性の存在と言語優位半球

の側方化（1ateralization）の発現様式を，聴覚的

誘発電位反応（Au砒ory　Evoked　Potentia1：A　E

P）を指標として分析し，すでに1歳以下の乳児

に，単語及び単音節に対するAEPが認められ，

その1ateralizationは右半球において著しいこと

を報告している。

　目　的

　以上みてきたように，言語音の知覚における

REA発現機序にっいては，実験心理学的，発達

心理学的，実験音声学的，聴能学的及び電気生理

学的見地から，数多くの知見が報告されているカ、

いまだ解明さるべき多くの点が残されているよう

に思える。

　本実験は，すでに述べたr前提的仮説」に立脚

して，右耳二左半球が言語機能に関して優位性を

獲得する発達過程を検討しようとするものである。

ナなわち，日本語4音節単語を，両耳聴状況で聴

取させ，

①呈示音圧レベルの低下における言語的情報の量

　的制限が，左右両耳の達成度に及ぼす影響を，

②刺激の呈示レベルが十分に快適な聴取条件下

　で，REAが発達的に幼児期のいつの時期に発

　現するものであろうかを，そしてさらには，

③感音難聴児の言語音の知覚におげるREAは，

　健聴児と比較して，どのような特徴を示すもの

　であろうかを，

聴能学的に明らかにすることを目的とする。

　方　法

1）被験者
①大学院生及び研究生24名（男16，女8）。

②保育園児及び幼稚園児（男22，女25）。③難聴

児9名（男5，女4）。

　被験者は，日常行動上右手利きと判断された者

であり，難聴児群を除いてはすべて聴力（hearing

aCuity）が正常範囲内にあるものとした。利き手の

判断は，次の行動項目をその指標とした。⑦トラン

プを配る。◎物を拾いあげる。◎ボールを投げる。

θジャンケンをする。㊥ブザーを押す。◎ドアの

ノブをまわす。

　難聴児は，両耳の平均聴力損失値（a＋与■トC法）

の差が15dB以下の，そして語音聴取域値（SRT）の

両耳の差が20dB以内の中等度感音難聴児であ乱実

験の目的から，それぞれの耳において，語音明瞭度

が75％以上の者が，その対象として選ばれた。難
　　　　　　　　　　　　　　　　　＊聴児の年齢，聴力損失値，語音聴取域値等は，表

ユに示すとおりである（表ユ）。

＊日本オージオロジー学会67語表による

Tab1e2検査材料
①　練習課題（部分競合）

A－channe1 B－channe1

7 8

8 6

6 7

①
②
③
④
⑤
⑥

ふ う　と　り に わ と り

て つ　ど　う ぎゆうにゅう

に わ　と　り て つ ど う
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　　　　　　　　　　　②　両耳課題（部分競合課題及び全競合課題）

　　　　第ユ表（部分競合課題　　　　　　　　　　　　　　　　　第2表（全競合課題）
右耳呈示　左耳呈示　　　左耳呈示　右耳呈示　　　右耳呈示　左耳呈示　　　左耳呈示　右耳呈示

①きょうかい

②なのはな

③おやゆび

④のりまき

⑤やきいも

⑥べんきょう

⑦とうだい

⑧きょっしつ

⑨ふみきり

⑯　こうすい

⑪ふみだい

⑫てつほう

⑬あめだま

⑭ゆうやけ

⑮ようふく

⑯

⑰ながくつ

⑯かいもの

⑲やきとり

⑳ほうせき

⑳すいえい

⑳なわとび

きょうかい ようふく

なのはな やきとり

おやゆび かいもの

のりまき ほうせき

やきいも しまうま

べんきょう ながぐつ

とうだい あめだま

きょうしつ てつぼう

ふみきり すいえい

こうすい ゆうやけ

ふみだい なわとび

てつぼう なのはな

あめだま きょうかい

ゆうやけ ふみだい

ようふく ふみきり

しまうま とうだい

ながぐつ こうすい

かいもの のりまき

やきとり べんきょう

ほうせき やきいも

すいえい おやゆび

なわとび きょうしつ

⑳べんきょう

⑳

⑳やきとり

⑳やきいも

⑳　ながくつ

⑳かいもの

⑳

⑳

⑳

⑳ふみきり

⑳　なわとび

⑭

⑳

⑳ふみだい

⑳

⑳

⑲

⑳てつほう

⑳　すいえい

＠　なのはな

⑳おやゆび

⑳ア

べ
ん
き
ょ
う
L ながぐつ

とうだい あめだま

やきとり べんきょう

やきいも しまうま

ながぐつ こうすい

かいもの のりまき

ほうせき やきいも

きょうしつ てつぼう

しまうま とうだい

ふみきり すいえい

なわとび きょうしつ

こうすい ゆうやけ

あめだま きょうかい

ふみだい なわとび

ようふく ふみきり

ゆうやけ ふみだい

きょうかい ようふく

てつぼう なのはな

すいえい おやゆび

なのはな やきとり

おやゆび かいもの

ほうせき

①のりまき

②かいもの

③やきとり

④とうたい

⑤よっふく

⑥あめだま

⑦やきいも

⑧きょうかい

⑨ながくつ

⑪おやゆぴ

⑪ふみきり

⑫

⑬てつほう

⑭ほうせき

⑮きょうしつ

⑯ふみたい

⑰すいえい

⑯なのはな

⑲こうすい

⑳べんきょう

⑳なわとび

⑳ゆうやけ

のりまき てつぼう

かいもの ふみきり

やきとり ほうせき

とうだい なわとび

ようふく こうすい

あめだま きょうしつ

やきいも すいえい

きょうかい ふみだい

せがぐつ しまうま

おやゆび べんきょう

ふみきり あめだま

しまうま かいもの

てつぼう とうだい

ほうせき ながぐつ

きょうしつ ゆうやけ

ふみだい のりまき

すいえい きょうかい

なのはな おやゆび

こうすい やきいも

べんきょう やきとり

なわとび ようふく

ゆうやけ なのはな

⑳やきいも

⑳ふみだい

⑳ゆうやけ

⑳なわとび

⑳

⑳のりまき

⑳こうすい

⑳ほうせき

⑳すいえい

⑳おやゆぴ

⑬てつほう

⑳きょうしつ

⑯べんきょう

⑯とうだい

⑳かいもの

⑳ようふく

⑳やきとり

⑳なのはな

⑳ながくつ

＠あめだま

⑳きょっかい

⑳ふみきり

やきいも すいえい

ふみだい のりまき

ゆうやけ なのはな

なわとび ようふく

しまうま かいもの

のりまき てつぼう

こうすい やきいも

ほうせき ながぐつ

すいえい きょうかい

おやゆび べんきょう

てつぼう とうだい

きょうしつ ゆうやけ

べんきょう やきとり

とうだい なわとび

かいもの ふみきり

ようふく こうすい

やきとり ほうせき

なのはな おやゆび

ながぐつ しまうま

あめだま きょうしつ

きょうかい ふみだい

ふみきり あめだま

①～⑳と⑳～⑭で，柔話器の両耳相互交換がなされる。

八還舳脇舳／

①～⑳と⑳～⑭で，受話器の両耳相互交換がなされる。

　　　　　　　　　　　■h。。昌h．ki

イ…七山／

4。。d己i
　　　■

ん…岬

　　　　　　　　］

　　　　　　　　2簑む鰍慧繕c／x　D主サ宙

図3－11〕刺激語の例（部分競合）

／・…。・・／

　　　　　　　　／。him。。m。
　　　　　　　　　　　　／

　　　　］　200　msec　／　I　Div．

図3－12）刺激言吾の例（全競合）
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2）実験材料

　正常な発達をとげている5～6歳児にとって，

熟知性が高く，具象的である4音節単語（22語）

を，全競合条件，部分競合条件のそれぞれにおい

て，22対となるようにrdual　channθ1方式」で録

音し，作成した。検査語は，聴取システム上，左

右耳がそれぞれ同一条件で聴取可能となるようカ

ウンターバランスがとられ，両条件それぞれ44対

で構成されている（表2）。刺激対は，各語のピー

．ク音圧値の差が，2dB以下に，そしてさらには競

合部分の音声勢カの立上り（語頭）のずれが20

mSeC以内におさまるように作製された。各刺激対

における同期性と強さは，メモリスコープ（MS－5511）

で検証された（図3）。

3）手続き

　検査語は，両耳聴法で呈示され，左右耳各々で

応答が求められた。テスト課題に先だって，6対

の練習課題が準備され，教示及び検査手続きの十

分な理解がはかられた。刺激対の呈示問隔は8秒

とし，必要な場合にはテープ走行をとめて，被験

児の応答に応じた。テープ速度は，ユ9㎝／秒とし，

受話器によって聴きとりがなされた。

①健聴成人にあ？ては，SONY　TC－8750及び

　Rion　AA－34型オージオメータを通して個別

　に聴取させ，左右別々に書きとらせた。刺激呈

　示レベルは，各群それぞれ40，30，20，ユOdB

　（HL）となるようにした。

②幼児にあっては，較正音によるバランス法を用

　いて，刺激呈示レベルが56～60dB（HL）とな

　るように音量調整を行い，部分競合条件では6

　選択肢からなる多肢選択法で，全競合条件にお

　いては反唱法で応答が求められた。

③難聴児にあたっては，SONY　TC－8750及びRi－

　onAA－34型オージオメータによって，最高

　受聴明瞭度が得られる強さのレベル（HL）でそ

　れぞれの刺激語が呈示された。

％

IOO

80

60

40

20

Right　Ear

Left　Ear

Rlght　Ear

逮

○
目

扁
＞

串

■

s
暑

　　　　　40　　　　30　　　　20　　　　10　dB（HL）

図4　成人健聴者の両耳聴課題における正答率

ぞれの達成度にほとんど差が認められない。

　しかし，呈示音の大きさのレベルが10dBとな

るとき，競合状況での正答率に左右差がみられて

くる（左耳：34．5％＜右耳：45．3％）。

70

60

50

40 N1
＝6

N2
＝6

Nヨ N4
＝6

　精果
　健聴成人24名を，6名ずつ刺激呈示条件に従っ

て4群に分け，40dB，30dB，20dB，10dB聴取条件

で，全競合課題を聴取させた。結果は，図4に示

すように呈示音圧が十分な場合には，左右耳それ

　0
　　　　　40　　30　　20　　10　d官　（HL）

図5　成人健聴者の両耳聴課題における平均R値

　図5は，各刺激呈示条件における，REAの指標

の1つであるR一値（（R／R＋L）×ユ00（％）を示し

たものである。健聴成人にあっては，聴覚的情報

の著しい量的制限において，言語音の知覚に右耳

偏移傾向が認められる（R一値0．57）。

　正常発達をとげている4歳半～7歳未満の幼児

は，部分競合条件群と全競合条件群に分けられ，
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各条件群とも年齢的推移における左耳，右耳の正

答率及びR一値が求められた。

　部分競合課題に対する健聴幼児の達成度をみる

とき，多肢選択法においては，4歳後半で各耳と

も70彩以上の正答率を得，5歳以後ではほとんど

誤りなく応答していることが認められる（図6）。

4：6～6：ユ1歳の幼児にあっては，4音節単語

の前半2音節，後半2音節の競合条件では，左右

両耳問にほとんど差が認められず，熟知度が高い

具象名詞では，言語音の知覚において十分な両耳

分離能を発達させていることがうかがい知れる。

　全競合課題では，4歳後半で左右耳とも70％以

　表3は，全競合課題における左右各耳の平均得

点と両耳間の差に関するt値を示したものである。

4音節有意味単語の全競合においては，5歳前半

でREAの発現が認められ，R一値は5歳後半で

より大となる。表4は，5歳児の全競合課題にお

ける誤反応の分析結果である。

　左耳にみられる誤反応は，例ユ，例2に示すよ

うに，大きく次の5つのタイプに特徴づけられる。

①一側耳無反応型（タイプI），②両側耳合成誤

反応型（左耳誤反応タイプ皿），③一側耳類似反

応型（タイプ皿及びタイプIV），④両側耳混合反応

型（タイプV）。

　％
100 　　　　　1OO％’

　97，5
　　　94，8
94．1

■・i・・t・趾

□・・ft…

。；唱＝6朽6打7片8
　4；11　　5；11　　6；5　　6；1ユ
（4；9）　（5；1O）　（6；3）　（6；11）

図6　部分競合課題における正答率

905
94．5％

　　N＝6　　N＝6　　N＝8
　　4；6’　　5；0　　5；6
　　　4；l1　　5；5　　5；l1
　　（4；9）　　（5；2）　　（5；8）

図7　全競合課題における正答率

表3一全競合課題における左右各耳の平均得点

上の正答率が得られ（左耳：7q5％，右耳：叫5

％），4：6～5：i1歳あ各年齢群とも，右耳において

相対的に良い達成度を示すことがみられる（図7）。

この年齢的推移にみる右耳優位傾向を，左右各耳

の平均得点の差でみるとき，5歳前半（MCA5；

2）で4音節全競合課題の知覚において，右耳が

著しく優っていることが認められる（t＝2．43，

P＜0．05）。

群 年齢 人数 左耳 右耳 t値

4；6
4；9 6

3ユ．0 37．2
～

（6．59） （3．64）
1．84

4；11

5；0 34．5 39．8
一 5；2 6 （4．58） （1．70）

2．43＊

5；5

5；6 35．2 41．6
～51ユ1 5；8 8 （5．64） （2．50）

2．75＊

＊PくO．05
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表4　全競合課題における誤反応傾向の例

タイプ 聴耳側
　　　例　1刺激例　　反応例 　　例　2刺激例　　　反応例

タイプI

右
耳
左
耳

享㍊宍コ［や㍉’も ㌶｝［とう∫い

タイプI

右
耳
左
耳

二㍗二］・てつまき 篶言冬コ・やきせき

タイプ皿

右
耳
左
耳

ま二う㌃1：］［玄二う㍊ 篶隻竃］［㍑㌶

タイプIV

右
耳
左
耳

㍑ニミコrヒ葦；妻 茎1ぷコ［享∴1

タイプV

右
耳
左
耳

㌶ζζ］［l1套㌶

　表5は，両側感音難聴児（9名）の全競合課題

における結果である。REAの指標であるR一値

及び側性化指標であるR－L／R＋L値は，10歳半

のユ例を除き，健聴児と同様の結果を示している。

難聴児の平均Rr値は，60．2％であり，この種の

全競合課題において，顕著な右耳偏移傾向を示し

ていた。図8は，R－L／R＋Lにみる難聴児個々

の右耳偏移を示したものである。個人差が大きく，

しかも，年齢に斉一性を欠くため，感音難聴児一

般の傾向とは言い難いが，被験児である9名の難

聴児は，両耳分離能をかなりなまで高め，しかも

表5　感音難聴児の両耳聴課題（全競合課題）の結果

左
被験児 右

聴取レベル 得点 正答率 R　値 R／。値 応答

耳 （HL） （％） （R／R＋Lx100％） 様式

左 90dB 24．0 54．5％

M．M． 61．6　％ O．232 反唱法
右 85 38．5 87．5

左 90 ユ9．5 44．3
A．Y． 67．2 O．345 反唱法

右 80 40．O 90．9

左 85 40．O 90．9
Y．H． 47．7 一〇．046 筆記法

右 95 36．5 83．O

左 85 30．O 68．2
S．R． 56．5 0．23ユ 筆記法

右 80 39．O 88．6

左 90 38．O 86．4
S．Y． 51．3 0．026 筆記法

右 90 40．0 90．9

左 90 ユO，O 22．7
H．W． 78．7 O．575 筆記法

右 90 37．0 84．1

左 90 ユ6．0 36．4
I．Y． 72．6 O．453 筆記法

右 90 42．5 96．6

左 80 35．5 80．7
A．T． 52．O O．041 反唱法

右 80 38，5 87．5

左 95 33．0 75．O
S．M． 54．2 O．083 筆記法

右 90一 39．O 88．6
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と脳梁伝搬機構の機能的分化とによって，一般に

は，年齢的推移に伴って，R一値（（R／R＋L）xloo）

は50％に漸近するものであろう。
　　　　　38）39）
　吉野（1979）　が指摘するように，invo1untary

attention　biasがコン’トロールされ，快適聴取条

件下で，単音節あるいは単語を同時両耳聴法で聴

取させるとき，健聴成人においては，言語刺激の有意．

味性にかかわらず，顕著なREAは認められない。

　音韻的特徴，有意味性（1inguiStiC　meani㎎一

fu1ness），持緯時問，音声勢力の強さ等を一定と

した刺激語を同時両耳聴法によって聴取させ，年

齢的推移に伴うREAの発現と消失をみるとき，

①REAの発現は，少なくとも言語半球の優位性
（機能的側方化）の確立を示唆するものであり，

そ」して②REAの消失は，言語優位半球の確立と

脳梁伝搬機構の神経生理学的発達（機能的分化）

を示唆することが考えられる。

　両耳聴課題の達成度にみる良EAの発現は，5

歳児において顕著であり，R一値の50％漸近年齢

は，！2，13歳となることが推定される。

　左半球のspθcializationに関する電気生理学的

知見は，左半球が個体発達のきわめて早い時期に，

言語音のすくなくともある側面の知覚に特殊化さ

れ，右半球は非言語音の知覚に特殊化されること

を明らかにする。

　Gazzaniga，et　a18）は，右半球における言語能力

は，個体発達のある段階で1ockされ，それ以後は

左半球へ偏移（1ateralization）することを述べる。

　右半球は，可能性としては左半球と同じよ．うに

言言吾機能を媒介する能性を有しているものであろ

う。右半球は，’半球機構の神経生理学的成熟と言

語的経験によるユinguiStiCCOdingSyStemの構造

化過程で，左半球が言語機能に関する優位性を獲

得する問に，これと相補的に非言語過程に対する

独自の特殊化を発達させていることが考えられる。

　しかし，Kimuraユ4叩E㏄1es7〕らのように左右半

球の機能的分化を二分法的にとらえることは，大

脳の聴覚的情報処理機能を過度にsimp1fyするこ

とになる。Schankwei！er，et　a130〕，Stud－dard－K一

θnnedy，et　a132〕，B！umstein，et　a12〕，角田33〕34怯

／V／，／CV／の知覚に関する大脳両半球の機能に

ついて，興味ある知見を提起している。

　Ha工perin，et　a1川は，また，たとえ音韻情報が含

まれなくても，複雑な構造を有する時問的パターンは，

他の非言語的聴覚刺激とは異なって，言語半球で

優位に処理されることを主張する。

　これら諸仮説は．言語音の知覚とその異常に関

する実験的興味をいたくそそるものである。

　また，実験結果にみられる中等度感音難聴児の

R一値（60．2％）は，言語機能に関する左半球の優

位性を明らかにしている。幼児の比較的早期より

治療教育的サービスによって，聴覚的補償（aua－

itory　compensation）が達成され，聴覚機能及び

言語機能をかなりなまでに高めている感音難聴児

は，4音節有意味単語の同時両耳聴において，

Porter，etaユ27〕のいうstrong1yright＿θaredのタ

イプを示している。

　高位中枢部位に何らかの障害があって，hear－

ingacuity（hθaringsensitivity）が比較的良く保

たれているにもかかわらず，言語機能の発達に遅

滞を示す児童にあっては，個体内変動が著しく，

かっ両耳間に顕著なREAが認められない。言語

機能の正常な発達には，言語半芋求の機能的優位性

の確立がその前提となる。

　ま　と　め

　言語音の同時両耳聴において，刺激語の有意味

性が高く，語の有する持続時問が十分に長く，強

さのレベルが十分に木きな場合には，健聴成人で

は著しいREA（strong1y　right－eared）は認めら

れない。しかし，強さのレベルを極端に小さくし，

言語的情報を量的に制限するとき，言語優位半球

と神経経路が交叉している右耳が相対的に優位と

なる。このことは，左右耳に同時競合状況で入力

される言語音の適確な処理は，十分に高められた

注意機構と，十分に分化した脳梁伝搬経路による

半球問連絡機構に依ることを示唆するものである。

一方，基礎的な言語構造をほぼ獲得し，後言語形

成期（post－1inguistic　period）にある5～6歳の

幼児にあっては，全競合条件でREAが認められ，

この期に言語音の音韻的，意味的特徴に対する処

理機能に関して，言語半球の機能的優位性が確立

するものと考えられる。5～6歳児は，言語刺激

に対する注意機構をかなりなまでに高めているも
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Summary 

Dichotic Right Ear 

S pecialization 

Advantage 

for Speech 

and Hemispheric 

Perce ption 

Tomoyoshi Yo shino 

Why are speech and language functions lateralized primarily to the left hemisphere of the 

brain in mah? 

Dichotic listening task, in which the different competing sounds are presented to both ears 

simultaneously, is being to study hemispheric specialization for speech and language. 

One of the major purposes of the present study is to clarify the developmental stage that the 

dominant hemisphere for speech and language acquires their functions in ontogeny and the right 

ear-1eft hemisphere role in linguistic function. 

Forty seven right-handed kindergaten children with normal_ Ianguage skills, nine sensori-neural 

hearing handicapped children who have attended to special class for them, and twenty four normal 

postgraduates were tested for hemispheric specialization for speech perception with a dichotic / cv 

cvcvcv / syllables task. 

The major findings were as follows: 

( I ) Right-handed kindergarten children more than five years old evidenced a mean right ear 

advantage (R-values of 53.9% , P < .05), which was consistent with normal values report-

ed by other investigators. 

(2) Sensori-neural hearing handicapped group evidenced right ear advantage of 60.2% and two 

sensori-neural hearing handicapped children with linguistic deficiency showed a left ear 

advantage . 

(3) Adults with normal hearing acuity and language proficiency evidenced no mean right ear 

advantage in comfortable listening situation, but showed a right ear advantage in weak in-

tensity level ( 10 and 20 dB HL). 

These findings suggest relationship among right ear advantage, cerebral dominance, and lan-

guage functioning. 
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